
１．平成25年度検定・検査関係告示等の制定、改定等

H25.5.7　農林水産省告示第1495号
ワクチン（シードロット製剤を除く）の部

(1) 新規制定
① ひらめβ溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン

① 牛サルモネラ症（サルモネラ・ダブリン・サルモネラ・ティフィムリウム）（ア
ジュバント加）不活化ワクチン

ワクチン（シードロット製剤）の部
(1) 新規制定

① 豚伝染性胃腸炎（アジュバント加）不活化ワクチン（シード）
② 産卵低下症候群－１９７６（アジュバント加）不活化ワクチン（シード）
③ 鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混合（ア

ジュバント・油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

① 牛クロストリジウム感染症５腫混合（アジュバント加）トキソイド（シード）

該当なし

該当なし

① マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（カルボキシビニルポリマーアジュバ
ント加）不活化ワクチン

② 鶏大腸菌症（組換え型Ｆ11線毛抗原・ベロ細胞毒性抗原）（油性アジュバント加）
不活化ワクチン

③ ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症混合不活化ワクチン
④ 猫白血病（アジュバント加）ワクチン（組換え型）

① 豚大腸菌性下痢症不活化・クロストリジウム・パーフリンゲンストキソイド混合
（アジュバント加）ワクチン（シード）

② 豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ・ムルトシダトキソイド混合（油性アジュ
バント加）ワクチン（シード）

③ 豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ・ムルトシダトキソイド・豚丹毒不活化混
合（アジュバント加）ワクチン（シード）

④ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性ファブリキウス嚢病・トリレ
オウイルス感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

⑤ マイコプラズマ・シノビエ感染症凍結生ワクチン（シード）

① 牛ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィルス・ソムナス）感染症（アジュバント加）
不活化ワクチン（シード）

診断液の部
該当なし

一般的試験法の部
(1) 新規制定

該当なし
(2) 一部改正

① 無菌試験法

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部
(1) 新規制定

① 鶏大腸菌症（Ｏ78全菌体破砕処理）（脂質アジュバント加）不活化ワクチン
(2) 一部改正

該当なし
ワクチン（シードロット製剤）の部

H26.1.22　農林水産省告示第90号

Ⅰ　品質等の確保

(2) 一部改正

(2) 一部改正

診断液の部

H25.9.26　農林水産省告示第2480号
ワクチン（シードロット製剤を除く）の部

(1) 新規制定

(2) 一部改正

ワクチン（シードロット製剤）の部
(1) 新規制定

(2) 一部改正

（１）動物用生物学的製剤基準の一部改正
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(1) 新規制定
① 豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症（粗精製トキソイド）・マイコプラズマ・ハ

イオニューモニエ感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン（シード）
(2) 一部改正

該当なし
診断液の部

該当なし

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部
該当なし

ワクチン（シードロット製剤）の部
該当なし

診断液の部
該当なし

通則 一部改正
(1) 新規制定

該当なし
(2) 一部改正

① 5項
一般試験法の部

(1) 新規制定
該当なし

(2) 一部改正
① 含湿度試験法
② マイコプラズマ否定試験法
③ ホルマリン定量法

H25.9.26　農林水産省告示第2481号
ワクチン（シードロット製剤を除く）の部

(1) 新規制定
① 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウ

イルス感染症・牛アデノウイルス感染症・牛ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィル
ス・ソムナス）感染症混合（アジュバント加）ワクチン

② 豚ボルデテラ感染症精製（アフィニティークロマトグラフィー部分精製）・パスツ
レラ・ムルトシダトキソイド・豚丹毒（組換え型）混合（油性アジュバント加）不
活化ワクチン

③ 豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症・マイコプラズマ・ハイオニューモニ
エ感染症混合（カルボキシビニルポリマーアジュバント加）不活化ワクチン

④ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型組換え融
合抗原）混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

⑤ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型組換え融
合抗原）マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混合（油性アジュバント加）不活
化ワクチン

⑥ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低下症候群－1976・鶏伝染性コ
リーザ（Ａ・Ｃ型組換え融合抗原）マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

⑦ ひらめエドジワラ症（多糖アジュバント加）不活化ワクチン
⑧ イリドウイルス病・ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症・類結節症混合（油性

アジュバント加）不活化ワクチン
(2) 一部改正

① 豚アクチノバシラス・プロニューモニエ感染症（１型部分精製・無毒化毒素）・豚
丹毒混合（酢酸トコフェロールアジュバント加）不活化ワクチン

② 猫白血病（アジュバント加）ワクチン（組換え型）
ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定
① ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性ファブリキウス嚢病・産卵低

下症候群－1976混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）
② ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性ファブリキウス嚢病・トリレ

オウイルス感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

① 日本脳炎生ワクチン（シード）
(3) 削除

（2）動物用生物学的製剤検定基準の一部改正

H26.2.28　農林水産省告示第346号

(2) 一部改正

25



① 豚大腸菌性下痢症不活化・クロストリジウム・パーフリンゲンストキソイド混合
（アジュバント加）ワクチン（シード）

② マイコプラズマ・シノビエ感染症凍結生ワクチン（シード）

(1) 新規制定
① 牛ウイルス性下痢－粘膜病診断用酵素抗体反応キット

(2) 一部改正
該当なし

(1) 新規制定
該当なし

(2) 一部改正
① 鶏大腸菌症（O78全菌体破砕処理）（脂質アジュバント加）不活化ワクチン

(1) 新規制定
該当なし

(2) 一部改正
該当なし

(3) 削除
① 豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症（粗精製トキソイド）・マイコプラズマ・ハ

イオニューモニエ感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン（シード）
診断液の部

該当なし

（3）

H25.6.18　農林水産省告示第2009号

(4)

H25.5.7農林水産省告示第1497号
ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

該当なし
ワクチン（シードロット製剤）の部

① 豚繁殖・呼吸障害症候群２価生ワクチン（シード）
② 犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パラインフルエンザ・犬ボルデテラ感染症

（部分精製赤血球凝集素）混合不活化ワクチン（シード）

該当なし

該当なし

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部
(1) 新規制定

① 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウ
イルス感染症・牛アデノウイルス感染症・牛ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィル
ス・ソムナス）感染症混合（アジュバント加）ワクチン

② 豚ボルデテラ感染症精製（アフィニティークロマトグラフィー部分精製）・パスツ
レラ・ムルトシダトキソイド・豚丹毒（組換え型）混合（油性アジュバント加）不
活化ワクチン

③ 豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症・マイコプラズマ・ハイオニューモニ
エ感染症混合（カルボキシビニルポリマーアジュバント加）不活化ワクチン

④ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型組換え融
合抗原）混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

⑤ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型組換え融
合抗原）・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混合（油性アジュバント加）不
活化ワクチン

診断液の部

ワクチン（シードロット製剤）の部

「動物用医薬品の検定手数料並びに試験品及び出願者の保存用品として抜き取らせるべき数
量を定める等の件」の全部改正

「動物用医薬品の検定手数料並びに試験品及び出願者の保存用品として抜き取らせるべき数
量を定める等の件」の一部改正

(1) 新規制定

(2) 一部改正

H25.9.26　農林水産省告示第2482号

診断液の部

H26.1.22　農林水産省告示第91号
ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部
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⑥ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低下症候群－1976・鶏伝染性コ
リーザ（Ａ・Ｃ型組換え融合抗原）・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

⑦ ひらめエドジワラ症（多糖アジュバント加）不活化ワクチン
⑧ イリドウイルス病・ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症・類結節症混合（油性

アジュバント加）不活化ワクチン

① 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２価・牛パラインフルエンザ・牛Ｒ
Ｓウイルス感染症・牛アデノウイルス感染症混合ワクチン

② 猫白血病（アジュバント加）ワクチン（組換え型）

(1) 新規制定
① ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性ファブリキウス嚢病・産卵低

下症候群－1976混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）
② ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性ファブリキウス嚢病・トリレ

オウイルス感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）
(2) 一部改正

該当なし

① 豚大腸菌性下痢症不活化・クロストリジウム・パーフリンゲンストキソイド混合
（アジュバント加）ワクチン（シード）

② マイコプラズマ・シノビエ感染症凍結生ワクチン（シード）
診断液の部

(1) 新規制定
① 牛ウイルス性下痢－粘膜病診断用酵素抗体反応キット

(2) 一部改正
該当なし

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部
該当なし

ワクチン（シードロット製剤）の部

該当なし
(2) 一部改正

① 犬アデノウイルス（2型）感染症・犬パラインフルエンザ・犬ボルデテラ感染症
（部分精製赤血球凝集素）混合不活化ワクチン（シード）

① 豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症（粗精製トキソイド）・マイコプラズマ・ハ
イオニューモニエ感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

(5)

H25.5.7　25消安第109号 農林水産省消費･安全局長通知
ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

該当なし
ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定
① 豚繁殖・呼吸障害症候群２価生ワクチン（シード）
② 犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パラインフルエンザ・犬ボルデテラ感染症

（部分精製赤血球凝集素）混合不活化ワクチン（シード）
(2) 一部改正

該当なし

該当なし

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部
(1) 新規制定

① 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウ
イルス感染症・牛アデノウイルス感染症・牛ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィル
ス・ソムナス）感染症混合（アジュバント加）ワクチン

(3) 削除

「薬事法関係事務の取扱いについて」別表4(動物用医薬品の検定に関する標準処理期間）の
一部改正

診断液の部

H25.9.26　25消安第2641号 農林水産省消費･安全局長通知

(3) 削除

H26.1.22　農林水産省告示第92号

(1) 新規制定

(2) 一部改正

ワクチン（シードロット製剤）の部
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② 豚ボルデテラ感染症精製（アフィニティークロマトグラフィー部分精製）・パスツ
レラ・ムルトシダトキソイド・豚丹毒（組換え型）混合（油性アジュバント加）不
活化ワクチン

③ 豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症・マイコプラズマ・ハイオニューモニ
エ感染症混合（カルボキシビニルポリマーアジュバント加）不活化ワクチン

④ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型組換え融
合抗原）混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

⑤ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型組換え融
合抗原）マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混合（油性アジュバント加）不活
化ワクチン

⑥ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低下症候群－1976・鶏伝染性コ
リーザ（Ａ・Ｃ型組換え融合抗原）マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

⑦ ひらめエドジワラ症（多糖アジュバント加）不活化ワクチン
⑧ イリドウイルス病・ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症・類結節症混合（油性

アジュバント加）不活化ワクチン

該当なし

① ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性ファブリキウス嚢病・産卵低
下症候群－1976混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

② ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性ファブリキウス嚢病・トリレ
オウイルス感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

該当なし
(3) 削除

① 豚大腸菌性下痢症不活化・クロストリジウム・パーフリンゲンストキソイド混合
（アジュバント加）ワクチン（シード）

② マイコプラズマ・シノビエ感染症凍結生ワクチン（シード）

① 牛ウイルス性下痢－粘膜病診断用酵素抗体反応キット
(2) 一部改正

該当なし

26.1.22　25消安第4425号 農林水産省消費･安全局長通知
ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

該当なし
ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定
該当なし

(2) 一部改正
該当なし

① 豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症（粗精製トキソイド）・マイコプラズマ・ハ
イオニューモニエ感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

該当なし

（６）

① ピルリマイシン
(2)一部改正

該当なし

（７）
H25.9.6　農林水産省告示第2426号
別表

常用標準ピルリマイシン　　を追加

(1) 新規制定

動物用抗生物質医薬品基準の一部改正

動物医薬品検査所標準製剤等配布規程の一部改正

診断液の部

(1) 新規制定

(2) 一部改正

診断液の部
(1) 新規制定

(3) 削除

(2) 一部改正

ワクチン（シードロット製剤）の部

H25.9.6　農林水産省告示第2425号
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イバラキ病ウイルス№2株 2 0
牛ウイルス性下痢ー粘膜病ウイルスＮｏｓｅ株 1 0
動物用破傷風試験毒素 0 1
動物用標準沈降破傷風トキソイド 2 6
日本脳炎ウイルス中山株薬検系 1 0
参照抗豚コレラウイルス豚血清 0 10
参照狂犬病組織培養不活化ワクチン 90 95
鶏伝染性喉頭気管炎ウイルスＮＳ175株 2 1
参照ニューカッスル病診断用赤血球凝集抗原用抗原及び陽性血清 5 0
ラクトコッカス・ガルビエＫＧ9502株 1 0
家畜衛生微生物株 40 49

144 162

1 7

常用標準アモキシシリン 3 1
常用標準アンピシリン 0 3
常用標準エリスロマイシン 3 0
常用標準オキシテトラサイクリン 7 16
常用標準カナマイシン 2 3
常用標準クロルテトラサイクリン 0 1
常用標準コリスチン 0 1
常用標準酢酸イソ吉草酸タイロシン 3 0
常用標準ジクロキサシリン 1 0
常用標準ジヒドロストレプトマイシン 2 4
常用標準ストレプトマイシン 4 0
常用標準セファゾリン 0 1
常用標準セファピリン 1 0
常用標準セファレキシン 5 0
常用標準セファロニウム 2 0
常用標準セフキノム 0 4
常用標準セフチオフル 1 0
常用標準セフロキシム 4 0
常用標準タイロシン 1 1
常用標準チアムリン 1 2
常用標準チオストレプトン 1 0
常用標準ドキシサイクリン 0 5
常用標準ナイスタチン 1 0
常用標準チルミコシン 7 5
常用標準ビコザマイシン 0 2
常用標準フラジオマイシン 6 9
常用標準ペニシリン 1 1
常用標準ホスホマイシン 0 1
常用標準ミロサマイシン 2 0
常用標準メシリナム 2 3
常用標準リンコマイシン 1 2

61 65
206 234

　常用標準品

小　　　　　　　　　　　　計

合　　　　　　　　　　　　計

２．平成25年度標準製剤等の配布本数

標　準　製　剤　等 平成24年度 平成25年度

　毒 菌 株 等

小　　　　　　　　　　　　計

　抗生物質検定用試験菌株
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合格 不合格

件数 件数

血　　　清

・ 破傷風抗毒素 1 22,060 mL

小　　計 1 0

ワクチン

・ アカバネ病生ワクチン 1 27,490 dose

・ 牛クロストリジウム・ボツリヌス（Ｃ・Ｄ型）感染
症（アジュバント加）トキソイド（シード）

1 35,410 mL

・ アカバネ病・チュウザン病・アイノウイルス感染症
混合（アジュバント加）不活化ワクチン

2 792,585 mL

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２
価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染症
混合（アジュバント加）不活化ワクチン

6 1,479,600 mL

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病・牛
パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染症・牛ア
デノウイルス感染症混合生ワクチン

6 808,895 dose

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２
価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染
症・牛アデノウイルス感染症混合生ワクチン

1 67,560 dose

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２
価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染
症・牛アデノウイルス感染症混合ワクチン

3 283,520 dose

・ 牛サルモネラ症（サルモネラ・ダブリン・サルモネ
ラ・ティフィムリウム）（アジュバント加）不活化
ワクチン

3 665,860 mL

・ 牛大腸菌性下痢症（Ｋ９９保有全菌体・ＦＹ保有全
菌体・３１Ａ保有全菌体・Ｏ７８全菌体）（アジュ
バント加）不活化ワクチン

2 261,650 mL

・ 牛レプトスピラ病（アジュバント加）不活化ワクチ
ン（シード）

1 119,180 mL

・ 炭疽生ワクチン（シード） 1 236,400 dose

・ ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィルス・ソムナ
ス）感染症・パスツレラ・ムルトシダ感染症・マン
ヘミア・ヘモリチカ感染症混合（アジュバント加）
不活化ワクチン

3 256,400 mL

・ 馬インフルエンザ不活化ワクチン 3 45,718 mL

・ 馬鼻肺炎生ワクチン 1 12,155 dose

・ 日本脳炎・ゲタウイルス感染症混合不活化ワクチン
（シード）

1 52,710 mL

・ 馬インフルエンザ不活化・日本脳炎不活化・破傷風
トキソイド混合（アジュバント加）ワクチン

3 48,598 mL

不合格量 単位

３．平成25年度国家検定申請受付件数及び数量

製　剤　名 合格量
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・ 豚コレラ生ワクチン（シード） 1 480,000 dose

・ 日本脳炎生ワクチン（シード） 2 414,480 dose

・ 日本脳炎不活化ワクチン（シード） 2 418,160 1 6,519 mL

・ 日本脳炎（アジュバント加）不活化ワクチン 2 296,280 mL

・ 豚オーエスキー病（ｇＩ－，ｔｋ－）生ワクチン
（酢酸トコフェロールアジュバント加溶解用液）

10 4,172,880 dose

・ 豚サーコウイルス（２型）感染症（１型－２型キメ
ラ）（デキストリン誘導体アジュバント加）不活化
ワクチン

9 5,357,300 mL

・ 豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症（カル
ボキシビニルポリマーアジュバント加）不活化ワク
チン

6 9,216,900 mL

・ 豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症（酢酸
トコフェロール・油性アジュバント加）不活化ワク
チン

6 10,176,600 mL

・ 豚サーコウイルス（２型）感染症不活化ワクチン
（油性アジュバント加懸濁用液）

3 1,101,850 mL

・ 豚伝染性胃腸炎生ワクチン（母豚用） 2 380,220 dose

・ 豚パルボウイルス感染症不活化ワクチン 1 262,760 mL

・ 日本脳炎・豚パルボウイルス感染症混合生ワクチン 3 515,150 dose

・ 豚伝染性胃腸炎・豚流行性下痢混合生ワクチン 3 563,765 dose

・ 日本脳炎・豚パルボウイルス感染症・豚ゲタウイル
ス感染症混合生ワクチン（シード）

1 284,750 dose

・ 豚丹毒（アジュバント加）不活化ワクチン 2 1,991,900 mL

・ 豚丹毒（アジュバント加）ワクチン（組換え型） 3 1,870,230 dose

・ 豚丹毒（酢酸トコフェロールアジュバント加）不活
化ワクチン

2 2,336,900 1 11,511 mL

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・
２・５型、組換え型毒素）感染症（アジュバント
加）不活化ワクチン

5 3,291,550 mL

・ 豚増殖性腸炎生ワクチン 4 594,580 dose

・ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（カル
ボキシビニルポリマーアジュバント加）不活化ワク
チン

2 1,047,050 mL

・ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（ア
ジュバント・油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 1,124,750 mL

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・
２・５型、組換え型毒素）感染症・マイコプラズ
マ・ハイオニューモニエ感染混合（アジュバント
加）不活化ワクチン

3 2,785,400 mL

・ 豚ストレプトコッカス・スイス（２型）感染症（酢
酸トコフェロールアジュバント加）不活化ワクチン
（シード）

3 546,200 mL
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・ 豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ・ムルトシ
ダトキソイド混合（油性アジュバント加）ワクチン

2 963,260 mL

・ 豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症（粗精製トキ
ソイド）・マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感
染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

4 3,006,450 mL

・ 豚インフルエンザ・豚丹毒混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

6 2,314,900 mL

・ 豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症（カル
ボキシビニルポリマーアジュバント加）不活化ワク
チン・マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症
（カルボキシビニルポリマーアジュバント加）不活
化ワクチン

4 1,393,700 dose

・ 豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症・マイ
コプラズマ・ハイオニューモニエ感染症混合（カル
ボキシビニルポリマーアジュバント加）不活化ワク
チン

3 2,666,700 dose

・ 豚インフルエンザ・豚パスツレラ症・マイコプラズ
マ・ハイオニューモニエ感染症混合（アジュバント
加）不活化ワクチン

2 1,637,300 mL

・ 産卵低下症候群－１９７６（油性アジュバント加）
不活化ワクチン

1 1,212,250 mL

・ 鳥インフルエンザ（油性アジュバント加）不活化ワ
クチン

1 1,112,000 mL

・ トリニューモウイルス感染症生ワクチン 1 20,640,000 dose

・ トリニューモウイルス感染症（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

1 983,000 mL

・ トリレオウイルス感染症生ワクチン 2 930,000 dose

・ トリレオウイルス感染症（油性アジュバント加）不
活化ワクチン

1 493,000 mL

・ ニューカッスル病生ワクチン 4 266,810,000 dose

・ ニューカッスル病生ワクチン（シード） 7 702,828,000 dose

・ ニューカッスル病（油性アジュバント加）不活化ワ
クチン

1 780,500 mL

・ 鶏伝染性気管支炎生ワクチン 3 35,489,000 dose

・ 鶏伝染性気管支炎生ワクチン（シード） 5 220,851,000 dose

・ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひな用） 1 25,200,000 dose

・ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひな用中
等毒）

1 19,539,000 dose

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合生ワクチ
ン

1 5,024,000 dose

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合生ワクチ
ン（シード）

18 484,138,000 dose

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合（油性ア
ジュバント加）不活化ワクチン（シード）

2 1,409,000 mL
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・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価混合（油
性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

1 1,943,750 mL

・ 鶏脳脊髄炎・鶏痘混合生ワクチン 1 11,970,000 dose

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・産卵低下症
候群－１９７６混合（油性アジュバント加）不活化
ワクチン

2 5,911,500 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低
下症候群－１９７６混合（油性アジュバント加）不
活化ワクチン（シード）

1 1,531,000 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・産卵低下症
候群－１９７６・トリニューモウイルス感染症混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

2 1,191,000 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染
性ファブリキウス嚢病・トリレオウイルス感染症混
合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 1,938,000 mL

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディ
ス・サルモネラ・ティフィムリウム）（アジュバン
ト加）不活化ワクチン

2 1,232,000 mL

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・インファンティス・
サルモネラ・エンテリティディス・サルモネラ・
ティフィムリウム）（油性アジュバント加）不活化
ワクチン

3 2,315,000 mL

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・インファンティス・
サルモネラ・エンテリティディス・サルモネラ・
ティフィムリウム）（油性アジュバント加）不活化
ワクチン（シード）

4 11,438,000 mL

・ 鶏大腸菌症生ワクチン 4 83,894,000 dose

・ 鶏大腸菌症（Ｏ７８全菌体破砕処理）（脂質アジュ
バント加）不活化ワクチン

1 470,670 mL

・ 鶏大腸菌症（組換え型Ｆ１１線毛抗原・ベロ細胞毒
性抗原）（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 739,500 mL

・ マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症凍結生ワク
チン

2 19,147,000 dose

・ マイコプラズマ・シノビエ感染症凍結生ワクチン 1 9,659,000 dose

・ マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症（油性ア
ジュバント加）不活化ワクチン

1 987,000 mL

・ 鶏コクシジウム感染症（ネカトリックス）生ワクチ
ン

4 7,800,000 dose

・ 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マ
キシマ）混合生ワクチン

3 40,106,000 dose

・ 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マ
キシマ・ミチス）混合生ワクチン

3 17,600,000 dose

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コ
リーザ（Ａ・Ｃ型）液状混合（アジュバント加）不
活化ワクチン（シード）

1 1,610,000 mL
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・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コ
リーザ（Ａ・Ｃ型菌処理）混合（アジュバント加）
不活化ワクチン（シード）

1 792,500 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染
性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（アジュバント加）不
活化ワクチン（シード）

3 4,912,250 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染
性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン（シード）

1 2,862,500 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎３価・鶏伝染
性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン（シード）

1 1,578,500 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コ
リーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・ガリセプチ
カム感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワク
チン（シード）

1 1,555,000 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染
性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・ガリセ
プチカム感染症混合（油性アジュバント加）不活化
ワクチン（シード）

2 4,196,000 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低
下症候群－１９７６・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ
型）・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

6 13,141,000 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎３価・産卵低
下症候群－１９７６・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ
型）・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

4 6,181,000 mL

・ イリドウイルス病不活化ワクチン 2 553,000 mL

・ イリドウイルス病（油性アジュバント加）不活化ワ
クチン

1 114,750 mL

・ まはたウイルス性神経壊死症不活化ワクチン 1 31,000 mL

・ さけ科魚類ビブリオ病不活化ワクチン 1 2,615,500 mL

・ ぶりα溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン（注射
型）

2 812,000 mL

・ ぶりα溶血性レンサ球菌症（酵素処理）不活化ワク
チン

1 1,034,000 mL

・ ひらめストレプトコッカス・パラウベリス（Ⅰ型・
Ⅱ型）感染症・β溶血性レンサ球菌症混合不活化ワ
クチン

1 150,000 mL

・ ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症混合不活化
ワクチン

3 509,000 mL

・ ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症・類結節症
混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 561,000 mL

・ イリドウイルス病・ぶりビブリオ病・α溶血性レン
サ球菌症混合不活化ワクチン

3 939,500 mL

34



・ イリドウイルス病・ぶりビブリオ病・α溶血性レン
サ球菌症・類結節症混合（多糖アジュバント加）不
活化ワクチン

1 93,600 mL

・ イリドウイルス病・ぶりビブリオ病・α溶血性レン
サ球菌症・類結節症混合（油性アジュバント加）不
活化ワクチン

1 434,000 mL

・ 狂犬病組織培養不活化ワクチン（シード） 17 4,878,990 mL

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症混
合生ワクチン

1 24,390 dose

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パルボウイルス感染症混合生ワクチン

1 20,930 dose

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染症混
合生ワクチン

2 313,590 dose

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・
犬コロナウイルス感染症混合ワクチン

2 336,150 dose

・ 犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パラインフル
エンザウイルス・犬ボルデテラ感染症（部分精製赤
血球凝集素）混合不活化ワクチン（シード）

2 101,282 mL

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・
犬レプトスピラ病混合ワクチン

3 90,020 dose

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・
犬コロナウイルス感染症・犬レプトスピラ病混合ワ
クチン

4 656,180 dose

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・
犬コロナウイルス感染症・犬レプトスピラ病（カニ
コーラ・コペンハーゲニー・ヘブドマディス）混合
ワクチン

2 164,570 dose

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・
犬コロナウイルス感染症・犬レプトスピラ病（カニ
コーラ・イクテロヘモラジー・グリッポチフォー
サ・ポモナ）混合（アジュバント加）ワクチン

3 210,040 mL

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・
犬コロナウイルス感染症・犬レプトスピラ病（カニ
コーラ・コペンハーゲニー・ヘブドマディス・オー
タムナリス・オーストラリス）混合ワクチン（シー
ド）

2 165,070 dose

・ 猫白血病（アジュバント加）ワクチン（組換え型） 1 15,400 mL

・ 猫免疫不全ウイルス感染症（アジュバント加）不活
化ワクチン

3 93,920 mL

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・
猫汎白血球減少症混合生ワクチン

4 279,370 dose
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・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症２
価・猫汎白血球減少症混合ワクチン

6 312,770 dose

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症３
価・猫汎白血球減少症混合ワクチン（シード）

1 41,520 dose

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・
猫汎白血球減少症混合（油性アジュバント加）不活
化ワクチン

1 176,740 mL

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症３
価・猫汎白血球減少症・猫白血病（組換え型）混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

2 43,130 mL

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・
猫汎白血球減少症・猫白血病・猫クラミジア感染症
混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 103,730 mL

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染性２
価・猫汎白血球減少症・猫白血病（猫白血病ウイル
ス由来防御抗原たん白遺伝子導入カナリア痘ウイル
ス）・猫クラジミア感染症混合ワクチン

2 59,960 dose

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症３
価・猫汎白血球減少症・猫白血病（組換え型）・猫
クラミジア感染症混合（油性アジュバント加）不活
化ワクチン

2 85,430 mL

小　　計 322 2

診断液

・ 牛ウイルス性下痢－粘膜病診断用金コロイド標識抗
体反応キット

1 2,180 検体

・ 牛ウイルス性下痢－粘膜病診断用酵素抗体反応キッ
ト

1 37,352 検体

・ 牛白血病診断用受身赤血球凝集反応抗原 2 258,400 検体

・ 牛白血病診断用酵素抗体反応キット 4 103,180 検体

・ カンピロバクター病診断用蛍光抗体 1 352 mL

・ 牛肺疫診断用補体結合反応抗原 1 100 mL

・ 炭疽診断用沈降反応血清 1 806 mL

・ ツベルクリン 1 47,330 mL

・ ブルセラ病急速診断用菌液 1 27,890 mL

・ ブルセラ病診断用抗原固相化酵素抗体抗原反応キッ
ト

1 10,080 検体

・ ブルセラ病診断用補体結合反応抗原 1 510 mL

・ ヨーネ病診断用抗原固相化酵素抗体反応キット（不
活化マイコバクテリウム・フレイ菌可溶化たん白吸
収剤）（予備的検出用）

3 363,351 検体

・ ヨーネ病診断用抗原固相化酵素抗体反応キット（予
備的検出用）

1 201,159 検体
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・ ヨーネ病診断用リアルタイムポリメラーゼ連鎖反応
キット

3 60,000 検体

・ アナプラズマ病診断用補体結合反応抗原 1 190 mL

・ 牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット 3 142,380 検体

・ 牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット（ワンス
テップ測定法）

2 54,144 検体

・ 牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット（ワンポッ
ト前処理法）

3 297,216 検体

・ 馬伝染性貧血診断用沈降反応抗原 1 971 mL

・ 馬パラチフス診断用菌液 2 4,030 mL

・ オーエスキー病ウイルス糖たん白ｇⅠ抗体識別用酵
素抗体反応キット（抗原吸着・ペルオキシダーゼ標
識抗体）

5 278,214 検体

・ オーエスキー病診断用酵素抗体反応キット（予備的
検出用）

5 104,060 検体

・ オーエスキー病診断用ラテックス凝集反応抗原 2 2,440 mL

・ 豚コレラ診断用蛍光抗体 1 2,500 検体

・ 豚コレラ診断用酵素抗体反応キット 2 45,100 検体

・ 精製鳥型ツベルクリン 1 690 mL

・ Ａ型インフルエンザ診断用ラテックス標識抗体反応
キット

1 3,990 検体

・ Ａ型インフルエンザ診断用酵素標識抗体反応キット 2 11,800 検体

・ 鳥インフルエンザ診断用酵素標識抗体反応キット 5 143,060 検体

・ ひな白痢急速診断用菌液 1 19,860 mL

小　　計 59 0

2合計 382
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受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格

血　　　清

・ 破傷風抗毒素 1 0 1 0 1 0 1 0

・ 乾燥犬プラズマ 1 0 0 0 0 0 0 0

小　　計 2 0 1 0 1 0 1 0

ワクチン

・ アカバネ病生ワクチン 3 0 3 0 1 0 1 0

・ 牛クロストリジウム・ボツリヌス（Ｃ・Ｄ型）感
染症（アジュバント加）トキソイド（シード）

3 0 1 0 1 0 1 0

・ イバラキ病生ワクチン 1 0 1 0 0 0 0 0

・ 牛ＲＳウイルス感染症生ワクチン 1 0 1 0 1 0 0 0

・ 牛コロナウイルス感染症（アジュバント加）不活
化ワクチン

1 0 1 0 1 0 0 0

・ 牛伝染性鼻気管炎生ワクチン 0 0 1 0 0 0 0 0

・ 牛流行熱（アジュバント加）不活化ワクチン 1 0 0 0 0 0 0 0

・ 牛疫生ワクチン 1 0 0 0 1 0 0 0

・ 牛流行熱・イバラキ病混合（アジュバント加）不
活化ワクチン

0 0 1 0 0 0 0 0

・ アカバネ病・チュウザン病・アイノウイルス感染
症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

5 0 5 0 2 0 2 0

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病・ 2 0 0 0 0 0 0 0

平成25年度

４．過去４年間の国家検定成績

製剤名
平成22年度 平成23年度 平成24年度

牛伝染性鼻気管炎 牛ウイ 性下痢 粘膜病
牛パラインフルエンザ混合生ワクチン

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病・
牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染症混
合生ワクチン

1 0 1 0 1 0 0 0

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２
価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染
症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

2 0 5 0 8 0 6 0

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病・
牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染症・
牛アデノウイルス感染症混合生ワクチン

7 0 8 0 8 0 6 0

牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２
価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染
症・牛アデノウイルス感染症混合生ワクチン

- - - - 0 0 1 0

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２
価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染
症・牛アデノウイルス感染症混合ワクチン

2 0 3 0 1 0 3 0

・ アカバネ病・イバラキ病・チュウザン病・アイノ
ウイルス感染症・ピートンウイルス感染症混合
（アジュバント加）不活化ワクチン

- - - - 2 △１ 0 0

・ 牛サルモネラ症（サルモネラ・ダブリン・サルモ
ネラ・ティフィムリウム）（アジュバント加）不
活化ワクチン

0 0 0 0 1 0 3 0

・ 牛大腸菌性下痢症（Ｋ９９保有全菌体・ＦＹ保有
全菌体・３１Ａ保有全菌体・Ｏ７８全菌体）（ア
ジュバント加）不活化ワクチン

0 0 2 0 1 0 2 0

・ 牛ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィルス・ソム
ナス）感染症（アジュバント加）不活化ワクチン

2 0 2 0 1 0 0 0
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・ 炭疽生ワクチン 1 0 0 0 0 0 0 0

・ 炭疽生ワクチン（シード） 0 0 1 0 0 0 1 0

・ 牛レプトスピラ病（アジュバント加）不活化ワク
チン（シード）

- - - - 1 0 1 0

・ マンヘミア・ヘモリチカ（１型）感染症不活化ワ
クチン（油性アジュバント加溶解用液）

2 0 4 0 2 0 0 0

・ ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィルス・ソムナ
ス）感染症・パスツレラ・ムルトシダ感染症・マ
ンヘミア・ヘモリチカ感染症混合（アジュバント
加）不活化ワクチン

3 0 2 0 3 0 3 0

・ 破傷風（アジュバント加）トキソイド 1 0 1 0 1 0 0 0

・ 牛クロストリジウム感染症３種混合（アジュバン
ト加）トキソイド

4 △１ 0 0 0 0 0 0

・ 牛クロストリジウム感染症５種混合（アジュバン
ト加）トキソイド

1 0 2 0 0 0 0 0

・ 牛ロタウイルス感染症３価・牛コロナウイルス感
染症・牛大腸菌性下痢症（Ｋ９９精製線毛抗原）
混合（アジュバント加）不活化ワクチン

3 0 2 0 1 0 0 0

・ 馬インフルエンザ不活化ワクチン 2 0 3 0 3 0 3 0

・ 馬ウイルス性動脈炎不活化ワクチン（アジュバン
ト加溶解用液）

1 0 1 0 1 0 0 0

馬鼻肺炎生ワクチン - - - - 0 0 1 0

・ 馬鼻肺炎（アジュバント加）不活化ワクチン 2 0 2 0 2 0 0 0

・ 馬ロタウイルス感染症（アジュバント加）不活化
ワクチン

1 0 1 0 1 0 0 0

・ 日本脳炎・ゲタウイルス感染症混合不活化ワクチ
ン

1 0 1 0 2 0 0 0

・ 日本脳炎・ゲタウイルス感染症混合不活化ワクチ
ン(シード)

- - - - 0 0 1 0

馬インフルエンザ不活化 日本脳炎不活化 破傷 3 0 2 0 3 0 3 0・ 馬インフルエンザ不活化・日本脳炎不活化・破傷
風トキソイド混合（アジュバント加）ワクチン

3 0 2 0 3 0 3 0

・ 豚コレラ生ワクチン 1 0 0 0 0 0 0 0

・ 豚コレラ生ワクチン（シード） 0 0 1 0 1 0 1 0

・ 日本脳炎生ワクチン 2 0 2 0 0 0 0 0

・ 日本脳炎生ワクチン（シード） - - - - 2 0 2 0

・ 日本脳炎不活化ワクチン 3 0 3 0 2 0 0 0

・ 日本脳炎不活化ワクチン（シード） - - - - 0 0 3 1

・ 日本脳炎（アジュバント加）不活化ワクチン 2 0 2 0 2 0 2 0

・ 豚インフルエンザ（アジュバント加）不活化ワク
チン

0 0 2 0 1 0 0 0

・ 豚オーエスキー病（ｇＩ－，ｔｋ＋）生ワクチン 1 0 0 0 0 0 0 0

・ 豚オーエスキー病（ｇＩ－，ｔｋ＋）生ワクチン
（アジュバント加溶解用液）

3 0 0 0 0 0 0 0

・ 豚オーエスキー病（ｇＩ－，ｔｋ－）生ワクチン
（酢酸トコフェロールアジュバント加溶解用液）

6 0 8 0 8 0 10 0

・ 豚サーコウイルス（２型）感染症（１型－２型キ
メラ）（デキストリン誘導体アジュバント加）不
活化ワクチン

0 0 0 0 0 0 9 0

・ 豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症（カ
ルボキシビニルポリマーアジュバント加）不活化
ワクチン

7 0 8 0 5 0 6 0
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・ 豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症（酢
酸トコフェロール・油性アジュバント加）不活化
ワクチン

12 4 10 0 9 0 6 0

・ 豚サーコウイルス（２型）感染症不活化ワクチン
（油性アジュバント加懸濁用液）

2 0 1 0 3 0 3 0

・ 豚伝染性胃腸炎生ワクチン（母豚用） 1 0 2 0 2 0 2 0

・ 豚伝染性胃腸炎濃縮生ワクチン（母豚用） 1 0 1 0 0 0 0 0

・ 豚伝染性胃腸炎（アジュバント加）不活化ワクチ
ン

0 0 1 0 2 0 0 0

・ 豚パルボウイルス感染症生ワクチン 0 0 2 0 2 0 0 0

・ 豚パルボウイルス感染症不活化ワクチン 2 0 1 0 2 0 1 0

・ 豚パルボウイルス感染症（油性アジュバント加）
不活化ワクチン

1 0 0 0 0 0 0 0

・ 豚繁殖・呼吸障害症候群生ワクチン 5 0 11 0 1 0 0 0

・ 豚流行性下痢生ワクチン 1 0 1 0 0 0 0 0

・ 日本脳炎・豚パルボウイルス感染症混合生ワクチ
ン

2 0 3 0 2 0 3 0

・ 豚伝染性胃腸炎・豚流行性下痢混合生ワクチン 4 0 3 0 1 0 3 0

・ 日本脳炎・豚パルボウイルス感染症・豚ゲタウイ
ルス感染症混合生ワクチン

2 0 0 0 0 0 0 0

・ 日本脳炎・豚パルボウイルス感染症・豚ゲタウイ
ルス感染症混合生ワクチン（シード）

- - - - 1 0 1 0

・ 豚丹毒生ワクチン 19 0 14 0 1 0 0 0

・ 豚丹毒（アジュバント加）不活化ワクチン 4 0 2 0 1 0 2 0

・ 豚丹毒（アジュバント加）ワクチン（組換え型） 1 0 3 0 5 0 3 0
・ 豚丹毒（酢酸トコフェロールアジュバント加）不

活化ワクチン
3 0 5 0 3 1 3 1

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・
２・５型）感染症（油性アジュバント加）不活化

1 0 0 0 0 0 0 0
２ ５型）感染症（油性アジュバント加）不活化
ワクチン

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・
２・５型、組換え型毒素）感染症（アジュバント
加）不活化ワクチン

2 0 3 0 3 0 5 0

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ感染症
（１型部分精製・２型毒素・５型毒素）（酢酸ト
コフェロールアジュバント加）不活化ワクチン

10 0 0 0 0 0 0 0

・ 豚増殖性腸炎生ワクチン 2 0 5 0 2 0 4 0

・ 豚大腸菌性下痢症（Ｋ８８ａｂ・Ｋ８８ａｃ・Ｋ
９９・９８７Ｐ保有全菌体）（アジュバント加）
不活化ワクチン

1 0 1 0 0 0 0 0

・ ヘモフィルス・パラスイス（２・５型）感染症
（アジュバント加）不活化ワクチン

0 0 1 0 0 0 0 0

・ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（ア
ジュバント加）不活化ワクチン

2 0 4 0 3 0 0 0

・ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（カ
ルボキシビニルポリマーアジュバント加）不活化
ワクチン

1 0 3 0 1 0 2 0

・ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（油
性アジュバント加）不活化ワクチン

2 0 1 0 0 0 0 0

・ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（ア
ジュバント・油性アジュバント加）不活化ワクチ
ン

- - - - 0 0 1 0

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・
２・５型）感染症・豚丹毒混合（油性アジュバン
ト加）不活化ワクチン

2 0 0 0 0 0 0 0
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・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・
２・５型、組換え型毒素）感染症・マイコプラズ
マ・ハイオニューモニエ感染混合（アジュバント
加）不活化ワクチン

4 0 4 0 2 0 3 0

・ 豚ストレプトコッカス・スイス(２型）感染症(酢
酸トコフェロールアジュバント加）不活化ワクチ
ン

1 0 0 0 0 0 0 0

・ 豚ストレプトコッカス・スイス（２型）感染症
（酢酸トコフェロールアジュバント加）不活化ワ
クチン（シード）

- - - - 2 0 3 0

・ 豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症混合（ア
ジュバント加）不活化ワクチン

0 0 1 0 0 0 0 0

・ 豚ボルデテラ感染症精製（アフィニティークロマ
トグラフィー部分精製）・豚パスツレラ症混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

3 0 2 0 1 0 0 0

・ 豚ボルデテラ感染症精製・豚パスツレラ症混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 0 0 0 1 0 0 0

・ パスツレラ・ムルトシダ（アジュバント加）トキ
ソイド

1 0 1 0 0 0 0 0

・ ボルデテラ・ブロンキセプチカ・パスツレラ・ム
ルトシダ混合（アジュバント加）トキソイド

5 0 4 0 0 0 0 0

・ 豚大腸菌性下痢症不活化・クロストリジウム・
パーフリンゲンストキソイド混合（アジュバント
加）ワクチン

3 0 3 0 1 0 0 0

・ 豚大腸菌性下痢症不活化・クロストリジウム・
パーフリンゲンストキソイド混合（アジュバント
加）ワクチン（シード）

- - - - 3 0 0 0

・ 豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ・ムルト
シダトキソイド混合（アジュバント加）ワクチン

0 0 1 0 0 0 0 0

・ 豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ・ムルト
シダトキソイド混合（油性アジュバント加）ワク
チン

1 0 2 0 2 0 2 0

・ 豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症（全菌体・
部分精製トキソイド）混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

1 0 0 0 0 0 0 0

・ 豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ・ムルト 2 0 2 0 1 0 0 0豚ボルデテラ感染症不活化 スツレラ ムルト
シダトキソイド・豚丹毒不活化混合（アジュバン
ト加）ワクチン

2 0 2 0 1 0 0 0

・ 豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症（粗精製ト
キソイド）・マイコプラズマ・ハイオニューモニ
エ感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

3 0 5 0 2 0 4 0

・ 豚インフルエンザ・豚丹毒混合（油性アジュバン
ト加）不活化ワクチン

2 0 2 0 5 0 6 0

・ 豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症（カ
ルボキシビニルポリマーアジュバント加）不活化
ワクチン・マイコプラズマ・ハイオニューモニエ
感染症（カルボキシビニルポリマーアジュバント
加）不活化ワクチン

- - - - 1 0 4 0

・ 豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症・マ
イコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症混合
（カルボキシビニルポリマーアジュバント加）不
活化ワクチン

- - - - - - 3 0

・ 豚インフルエンザ・豚パスツレラ症・マイコプラ
ズマ・ハイオニューモニエ感染症混合（アジュバ
ント加）不活化ワクチン

3 0 3 0 2 0 2 0

・ 豚パルボウイルス感染症・豚丹毒・豚レプトスピ
ラ病（イクテロヘモラジー・カニコーラ・グリッ
ポチフォーサ・ハージョ・ブラティスラーバ・ポ
モナ）混合（アジュバント・油性アジュバント
加）不活化ワクチン

0 0 1 0 1 0 0 0

・ 鶏痘生ワクチン 14 0 8 0 3 0 0 0

・ 産卵低下症候群－１９７６（アジュバント加）不
活化ワクチン

2 0 2 0 2 0 0 0
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・ 産卵低下症候群－１９７６（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

4 0 7 0 2 0 1 0

・ 鳥インフルエンザ（油性アジュバント加）不活化
ワクチン

1 0 2 0 1 0 1 0

・ トリニューモウイルス感染症生ワクチン 2 0 5 0 2 0 1 0

・ トリニューモウイルス感染症（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

3 0 2 0 1 0 1 0

・ トリレオウイルス感染症生ワクチン 1 0 3 0 1 0 2 0

・ トリレオウイルス感染症（油性アジュバント加）
不活化ワクチン

4 0 2 0 2 0 1 0

・ ニューカッスル病生ワクチン 10 0 8 0 4 0 4 0

・ ニューカッスル病生ワクチン（シード） 5 0 5 0 10 0 7 0

・ ニューカッスル病（油性アジュバント加）不活化
ワクチン

0 0 1 0 1 0 1 0

・ 鶏伝染性気管支炎生ワクチン 16 0 8 0 5 0 3 0

・ 鶏伝染性気管支炎生ワクチン(シード) - - 0 0 0 0 5 0

・ 鶏伝染性喉頭気管炎生ワクチン 7 0 3 0 1 0 0 0

・ 鶏伝染性喉頭気管炎凍結生ワクチン 0 0 0 0 0 0 0 0

・ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（大ひな
用）

2 0 1 0 0 0 0 0

・ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひな
用）

11 0 13 0 4 0 1 0

・ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひな用
中等毒）

2 0 4 0 1 0 1 0

・ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病（抗血清加）生ワク
チン

0 0 2 0 0 0 0 0

・ 鶏脳脊髄炎生ワクチン 3 0 0 0 0 0 0 0

・ マレック病（七面鳥ヘルペスウイルス）生ワクチ
ン

3 0 0 0 0 0 0 0

・ マレック病（マレック病ウイルス１型）凍結生ワ
クチン

6 0 3 0 0 0 0 0
クチン

・ マレック病（マレック病ウイルス１型・七面鳥ヘ
ルペスウイルス）凍結生ワクチン

1 0 0 0 1 0 0 0

・ マレック病（マレック病ウイルス２型・七面鳥ヘ
ルペスウイルス）凍結生ワクチン

6 0 2 0 2 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合生ワク
チン

15 0 6 0 8 0 1 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合生ワク
チン（シード）

7 0 13 0 16 0 18 0

・ ニューカッスル病・マレック病（ニューカッスル
病ウイルス由来Ｆ蛋白遺伝子導入マレック病ウイ
ルス１型）凍結生ワクチン

0 0 1 0 1 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合（油性
アジュバント加）不活化ワクチン

0 0 2 0 2 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合(油性ア
ジュバント加)不活化ワクチン(シード)

- - 0 0 0 0 2 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 0 1 0 1 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価混合(油
性アジュバント加)不活化ワクチン(シード)

0 0 0 0 0 0 1 0

・ 鶏脳脊髄炎・鶏痘混合生ワクチン 4 0 1 0 0 0 1 0

・ マレック病（マレック病ウイルス２型・七面鳥ヘ
ルペスウイルス）・鶏痘混合生ワクチン

4 0 3 0 0 0 0 0
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・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・産卵低下
症候群－１９７６混合（油性アジュバント加）不
活化ワクチン

5 0 3 0 1 0 2 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵
低下症候群－１９７６混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

2 0 0 0 2 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵
低下症候群－１９７６混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン（シード）

- - 0 0 1 0 1 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝
染性ファブリキウス嚢病混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

1 0 1 0 0 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・産卵低下
症候群－１９７６・トリニューモウイルス感染症
混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

2 2 3 0 4 0 2 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵
低下症候群－１９７６・トリニューモウイルス感
染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

5 4 3 3 0 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝
染性ファブリキウス嚢病・産卵低下症候群－１９
７６混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 0 0 0 1 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝
染性ファブリキウス嚢病・トリニューモウイルス
感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチ
ン

5 1 1 0 2 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝
染性ファブリキウス嚢病・トリレオウイルス感染
症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

0 0 1 0 1 0 1 0

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディ
ス）（アジュバント加）不活化ワクチン

1 0 0 0 0 0 0 0

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディ
ス）（油性アジュバント加）不活化ワクチン

5 0 3 0 3 0 0 0

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディ
ス・サルモネラ・ティフィムリウム）（アジュバ
ント加）不活化ワクチン

3 1 1 0 2 0 2 0

ント加）不活化ワクチン

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディ
ス・サルモネラ・ティフィムリウム）（油性ア
ジュバント加）不活化ワクチン

4 0 4 0 1 0 0 0

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・インファンティ
ス・サルモネラ・エンテリティディス・サルモネ
ラ・ティフィムリウム）（油性アジュバント加）
不活化ワクチン

- - - - 1 0 3 0

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・インファンティ
ス・サルモネラ・エンテリティディス・サルモネ
ラ・ティフィムリウム）（油性アジュバント加）
不活化ワクチン（シード）

- - - - 4 0 4 0

・ 鶏大腸菌症生ワクチン - - 0 0 0 0 4 0

・ 鶏大腸菌症（Ｏ７８全菌体破砕処理）（脂質ア
ジュバント加）不活化ワクチン

1 0 1 0 2 0 1 0

・ 鶏大腸菌症（組換え型Ｆ１１線毛抗原・ベロ細胞
毒性抗原）（油性アジュバント加）不活化ワクチ
ン

2 0 1 0 1 0 1 0

・ 鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）（アジュバント
加）不活化ワクチン

3 0 4 0 1 0 0 0

・ マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症凍結生ワ
クチン

3 0 3 0 3 0 2 0

・ マイコプラズマ・シノビエ感染症凍結生ワクチン 1 0 1 0 1 0 1 0

・ マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症（アジュ
バント加）不活化ワクチン

1 0 0 0 0 0 0 0

・ マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症（油性ア
ジュバント加）不活化ワクチン

5 0 1 0 2 0 1 0
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・ 鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズ
マ・ガリセプチカム感染症混合（アジュパント・
油性アジュバント加）不活化ワクチン

3 1 4 0 3 0 0 0

・ 鶏コクシジウム感染症（ネカトリックス）生ワク
チン

3 0 2 0 4 0 4 0

・ ロイコチトゾーン病（油性アジュバント加）ワク
チン（組換え型）

1 0 0 0 1 0 0 0

・ 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・
マキシマ）混合生ワクチン

2 0 3 0 3 0 3 0

・ 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・
マキシマ・ミチス）混合生ワクチン

3 0 3 0 3 0 3 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性
コリーザ（Ａ・Ｃ型）液状混合（アジュバント
加）不活化ワクチン

2 0 0 0 1 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性
コリーザ(A・C型)液状混合(アジュバント加)不活
化ワクチン(シード)

- - - - 0 0 1 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性
コリーザ（Ａ・Ｃ型菌処理）混合（アジュバント
加）不活化ワクチン

1 0 2 0 0 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性
コリーザ（Ａ・Ｃ型菌処理）混合（アジュバント
加）不活化ワクチン（シード）

- - 0 0 0 0 1 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性
コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

2 0 3 0 2 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏サ
ルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディス）
混合（油性アジュバント）不活化ワクチン

0 0 0 0 0 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝
染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（アジュバント
加）不活化ワクチン

1 0 2 0 1 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝
染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（アジュバント
加）不活化ワクチン（シード）

0 0 0 0 1 0 3 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝
染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバン
ト加）不活化ワクチン

3 0 1 0 0 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝
染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバン
ト加）不活化ワクチン（シード）

0 0 1 0 1 0 1 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎３価・鶏伝
染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバン
ト加）不活化ワクチン

1 0 1 0 2 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎３価・鶏伝
染性コリーザ(A・C型)混合(油性アジュバント加)
不活化ワクチン(シード)

- - 0 0 0 0 1 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性
コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・ガリセ
プチカム感染症混合（油性アジュバント加）不活
化ワクチン

2 0 2 0 1 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性
コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・ガリセ
プチカム感染症混合（油性アジュバント加）不活
化ワクチン（シード）

- - - - 2 0 1 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝
染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・ガ
リセプチカム感染症混合（油性アジュバント加）
不活化ワクチン

1 0 1 0 0 0 0 0
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・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝
染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・ガ
リセプチカム感染症混合（油性アジュバント加）
不活化ワクチン（シード）

- - - - 2 0 2 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵
低下症候群－１９７６・鶏伝染性コリーザ（Ａ・
Ｃ型）・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症
混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

4 0 5 0 3 0 6 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎３価・産卵
低下症候群－１９７６・鶏伝染性コリーザ（Ａ・
Ｃ型）・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症
混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

3 0 4 0 3 0 4 0

・ イリドウイルス病不活化ワクチン 2 0 2 0 2 0 2 0

・ イリドウイルス病（油性アジュバント加）不活化
ワクチン

- - - - 0 0 1 0

・ まはたウイルス性神経壊死症不活化ワクチン - - - - 1 0 1 0

・ さけ科魚類ビブリオ病不活化ワクチン 1 0 1 0 1 0 1 0

・ ひらめβ溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン 0 1 0 2 0 0 0

・ ぶりα溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン（注射
型）

2 0 2 0 2 0 2 0

・ ぶりα溶血性レンサ球菌症（酵素処理）不活化ワ
クチン

0 0 1 0 0 0 1 0

・ ひらめストレプトコッカス・パラウベリス（Ⅰ
型・Ⅱ型）感染症・β溶血性レンサ球菌症混合不
活化ワクチン

- - - - 1 0 1 0

・ ぶりα溶血性レンサ球菌症・類結節症混合（油性
アジュバント加）不活化ワクチン

1 0 2 0 1 0 0 0

・ ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症混合不活
化ワクチン

3 0 3 0 2 0 3 0

・ ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症・ストレ 1 0 1 0 1 0 0 0ぶりビブリオ病 α溶血性レンサ球菌症 ストレ
プトコッカス・ジスガラクチエ感染症混合不活化
ワクチン

1 0 1 0 1 0 0 0

・ ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症・類結節
症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

4 0 2 0 1 0 1 0

・ イリドウイルス病・ぶりビブリオ病・α溶血性レ
ンサ球菌症混合不活化ワクチン

3 0 3 0 3 0 3 0

・ イリドウイルス病・ぶりビブリオ病・α溶血性レ
ンサ球菌症・類結節症混合(多糖アジュバント加)
不活化ワクチン

- - - - 0 0 1 0

・ イリドウイルス病・ぶりビブリオ病・α溶血性レ
ンサ球菌症・類結節症混合(油性アジュバント加)
不活化ワクチン

- - - - - - 1 0

・ 狂犬病組織培養不活化ワクチン 18 0 16 0 16 0 0 0

・ 狂犬病組織培養不活化ワクチン（シード） - - - - 0 0 17 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症
混合生ワクチン

0 0 1 0 1 0 1 0

・ ジステンパー・犬パルボウイルス感染症混合生ワ
クチン

2 0 1 0 1 0 0 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染
症・犬パルボウイルス感染症混合生ワクチン

1 0 0 0 1 0 1 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染
症・犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感
染症混合生ワクチン

5 0 2 0 3 0 2 0
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・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染
症・犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感
染症・犬コロナウイルス感染症混合生ワクチン

5 0 5 0 6 0 0 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染
症・犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感
染症・犬コロナウイルス感染症混合ワクチン

8 3 4 0 2 0 2 0

・ 犬レプトスピラ病不活化ワクチン 3 0 1 0 0 0 0 0

・ 犬レプトスピラ病（カニコーラ・イクテロヘモラ
ジー・グリッポチフォーサ・ポモナ）不活化ワク
チン（アジュバント加溶解用液）（シード）

- - - - 1 0 0 0

・ 犬アデノウイルス（2型）感染症・犬パラインフル
エンザウイルス・犬ボルデテラ感染症（部分精製
赤血球凝集素）混合不活化ワクチン（シード）

- - - - - - 2 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染
症・犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感
染症・犬レプトスピラ病混合ワクチン

3 0 2 0 1 0 3 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染
症・犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感
染症・犬レプトスピラ病（カニコーラ・コペン
ハーゲニー・ヘブドマディス）混合ワクチン

2 0 2 0 2 0 0 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染
症・犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感
染症・犬コロナウイルス感染症・犬レプトスピラ
病混合ワクチン

14 1 9 0 6 0 4 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染
症・犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感
染症・犬コロナウイルス感染症・犬レプトスピラ
病（カニコーラ・コペンハーゲニー・ヘブドマ
ディス）混合ワクチン

10 0 10 0 9 0 2 0

ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染
症・犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感
染症・犬コロナウイルス感染症・犬レプトスピラ
病（カニコーラ・イクテロヘモラジー・グリッポ
チフォーサ・ポモナ）混合（アジュバント加）ワ
クチン

- - - - 0 0 3 0

デ・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染
症・犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感
染症・犬コロナウイルス感染症・犬レプトスピラ
病（カニコーラ・コペンハーゲニー・ヘブドマ
ディス・オータムナリス・オーストラリス）混合
ワクチン（シード）

- - - - 1 0 2 0

・ 猫白血病（アジュバント加）ワクチン（組換え
型）

1 0 1 0 1 0 1 0

・ 猫免疫不全ウイルス感染症（アジュバント加）不
活化ワクチン

0 0 1 0 0 0 3 0

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染
症・猫汎白血球減少症混合生ワクチン

17 0 7 0 6 0 4 0

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染
症・猫汎白血球減少症混合ワクチン

0 0 0 0 0 0 0 0

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症
２価・猫汎白血球減少症混合ワクチン

4 0 4 0 3 0 6 0

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症
３価・猫汎白血球減少症混合ワクチン（シード）

- - - - 1 0 1 0

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染
症・猫汎白血球減少症混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

4 0 3 0 2 0 1 0

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症
３価・猫汎白血球減少症・猫白血病（組換え型）
混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

4 0 2 0 4 0 2 0

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染
症・猫汎白血球減少症・猫白血病・猫クラミジア
感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチ
ン

1 0 1 1 2 0 1 0
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・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染性
２価・猫汎白血球減少症・猫白血病（猫白血病ウ
イルス由来防御抗原たん白遺伝子導入カナリア痘
ウイルス）・猫クラジミア感染症混合ワクチン

- - - - 1 0 2 0

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症
３価・猫汎白血球減少症・猫白血病（組換え
型）・猫クラミジア感染症混合（油性アジュバン
ト加）不活化ワクチン

2 0 1 0 2 0 2 0

小　　計 532 17 456 4 365 1 324 2
△１

診断液

・
牛ウイルス性下痢－粘膜病診断用金コロイド標識
抗体反応キット

- - - - 1 0 1 0

牛ウイルス性下痢－粘膜病診断用酵素抗体反応
キット

- - - - - - 1 0

・ 牛白血病診断用受身赤血球凝集反応抗原 2 0 2 0 3 0 2 0

・ 牛白血病診断用酵素抗体反応キット 4 0 4 0 4 0 4 0

・ 牛白血病診断用沈降反応抗原 1 0 1 0 1 0 0 0

・ カンピロバクター病診断用菌液 1 0 0 0 0 0 0 0

・ カンピロバクター病診断用蛍光抗体 1 0 0 0 1 0 1 0

・ 牛肺疫診断用補体結合反応抗原 1 0 1 0 1 0 1 0

・ 炭疽診断用沈降反応血清 1 0 0 0 0 0 1 0

・ ツベルクリン 1 0 0 0 1 0 1 0

・ ブルセラ病急速診断用菌液 1 0 1 0 0 0 1 0

・ ブルセラ病診断用菌液 1 0 0 0 1 0 0 0

・ ブルセラ病診断用抗原固相化酵素抗体抗原反応
キット

3 0 1 0 3 0 1 0

・ ブルセラ病診断用補体結合反応抗原 1 0 2 0 1 0 1 0・ ブルセラ病診断用補体結合反応抗原 1 0 2 0 1 0 1 0

・ ヨーニン 1 0 0 0 1 0 0 0

・ ヨーネ病診断用抗原固相化酵素抗体反応キット
（不活化マイコバクテリウム・フレイ菌可溶化た
ん白吸収剤）

3 0 3 0 1 0 0 0

・ ヨーネ病診断用抗原固相化酵素抗体反応キット
（不活化マイコバクテリウム・フレイ菌可溶化た
ん白吸収剤）（予備的検出用）

1 0 2 0 3 0 3 0

・ ヨーネ病診断用抗原固相化酵素抗体反応キット
（予備的検出用）

2 0 3 0 1 0 1 0

・ ヨーネ病診断用補体結合反応抗原 1 0 0 0 1 0 0 0

・ ヨーネ病診断用リアルタイムポリメラーゼ連鎖反
応キット

- - - - 1 0 3 0

・ アナプラズマ病診断用補体結合反応抗原 0 0 1 0 0 0 1 0

・ 牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット 8 0 11 0 8 0 3 0

・ 牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット（ワンス
テップ測定法）

6 0 4 0 4 0 2 0

・ 牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット（ワン
ポット前処理法）

5 0 4 0 6 0 3 0

・ 馬伝染性貧血診断用沈降反応抗原 2 0 1 0 1 0 1 0

・ 馬パラチフス診断用菌液 1 0 1 0 0 0 2 0

・ オーエスキー病ウイルス糖たん白ｇⅠ抗体識別用
酵素抗体反応キット（抗原吸着・ペルオキシダー
ゼ標識抗体）

4 0 4 0 4 0 5 0
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・ オーエスキー病診断用酵素抗体反応キット（予備
的検出用）

3 0 5 0 4 0 5 0

・ オーエスキー病診断用ラテックス凝集反応抗原 2 0 2 0 3 0 2 0

・ 豚コレラ診断用蛍光抗体 1 0 1 0 1 0 1 0

・ 豚コレラ診断用酵素抗体反応キット 2 0 1 0 2 0 2 0

・ 精製鳥型ツベルクリン 0 0 1 0 0 0 1 0

・ Ａ型インフルエンザ診断用酵素標識抗体反応キッ
ト

2 0 3 0 3 0 2 0

・ Ａ型インフルエンザ診断用ラテックス標識抗体反
応キット

2 0 2 0 2 0 1 0

・ 鳥インフルエンザ診断用酵素標識抗体反応キット 0 0 0 0 3 0 5 0

・ 鳥インフルエンザウイルスＨ５亜型遺伝子検出用
酵素抗体反応キット

2 0 6 0 0 0 0 0

・ ひな白痢急速診断用菌液 2 0 1 0 1 0 1 0

・ 犬エキノコックス症診断用ラテックス標識抗体反
応キット

1 0 1 0 1 0 0 0

小　　計 69 0 69 0 68 0 59 0

603 17 526 4 434 1 384 2
△１ △１

　△　：　検定中止

合計
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５．平成25年度に新たに検定の対象となった医薬品

（１）製造販売承認されたもの

承認年月日 製　品　名 業　者　名 備　考

H25.7.1 レスピフェンドMH-One ゾエティス・ジャパン株式会社

H25.7.1 ガルエヌテクトＳ９５－ＩＢ 日生研株式会社
SL

H25.7.1 エクエヌテクトＥＲＰ 日生研株式会社

H25.7.1 インゲルバック　フレックスコンボ　ミックス ベーリンガーインゲルハイムベトメディカ
ジャパン株式会社

H25.7.16 ティーエスブイ２ ゾエティス・ジャパン株式会社
SL

H25.7.30 オイルバックス５Ｒ 一般財団法人　化学及血清療法研究所

H25.7.30 オイルバックス６Ｒ 一般財団法人　化学及血清療法研究所

H25.7.30 オイルバックス７Ｒ 一般財団法人　化学及血清療法研究所

H25.8.26 ピシバック　注　ＬＶＰＲ／ｏｉｌ 共立製薬株式会社

H25.9.3 “京都微研„ カーフウィン６ 株式会社　微生物化学研究所

H25.10.4 スワイバック　コンポＢＰＥ 共立製薬株式会社

H25.12.13 “京都微研„ マリナ－４ 株式会社　微生物化学研究所

H25.12.13 “京都微研„ マリナ－Ｅｄ 株式会社　微生物化学研究所

合　計 13 品目

SL：再審査期間中のシードロット製剤

（２）シードロット製剤として製造販売承認（承認事項変更承認）されたもの（再審査が終了したもの）

承認年月日 製　品　名 業　者　名 備　考

H25.5.8 松研狂犬病ＴＣワクチン 松研薬品工業株式会社

H25.5.8 狂犬病ＴＣワクチン“化血研” 一般財団法人　化学及血清療法研究所

H25.5.8 狂犬病ＴＣワクチン「北研」 北里第一三共ワクチン株式会社

H25.5.8 狂犬病ワクチン－ＴＣ 株式会社　微生物化学研究所

H25.5.8 日生研狂犬病ＴＣワクチン 日生研株式会社

合　計 5 品目

（３）製造承認されたもの（平成17年３月31日までに申請され、承認されたもの）

　該当なし

（４）輸入承認されたもの（平成17年３月31日までに申請され、承認されたもの）

承認年月日 製　品　名 業　者　名 備　考

H25.9.25 エムパック 株式会社　科学飼料研究所

合　計 1 品目
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６．平成25年度に新たに検定対象外となった生物学的製剤

（１）国家検定対象外のシードロット製剤

No. 品名 一般的名称 製造販売業者 承認年月日

1 ビュール　７０６
鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワ
クチン（ひな用）（シード）

メリアル・ジャパン株
式会社

H25.5.8

2 “京都微研„ キャナイン－９ＳＬ

ジステンパー・犬アデノウイルス
（２型）感染症・犬パラインフル
エンザ・犬パルボウイルス感染
症・犬コロナウイルス感染症・犬
レプトスピラ病（カニコーラ・コ
ペンハーゲニー・ヘブドマディ
ス）混合ワクチン（シード）

株式会社　微生物化学
研究所

H25.5.8

3 “京都微研„ キャナイン－６ⅡＳＬ

ジステンパー・犬アデノウイルス
（２型）感染症・犬パラインフル
エンザ・犬パルボウイルス感染
症・犬コロナウイルス感染症混合
生ワクチン（シード）

株式会社　微生物化学
研究所

H25.5.8

4 “京都微研„ キャナイン－８ＳＬ

ジステンパー・犬アデノウイルス
（２型）感染症・犬パラインフル
エンザ・犬パルボウイルス感染
症・犬レプトスピラ病（カニコー
ラ・コペンハーゲニー・ヘブドマ
ディス）混合ワクチン（シード）

株式会社　微生物化学
研究所

H25.5.8

5 日生研豚ＴＧＥ濃縮不活化ワクチン
豚伝染性胃腸炎（アジュバント
加）不活化ワクチン（シード） 日生研株式会社 H25.5.8

6 日生研ＡＣＭ不活化ワクチン

鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・
マイコプラズマ・ガリセプチカム
感染症混合（アジュバント・油性
アジュバント加）不活化ワクチン
（シード）

日生研株式会社 H25.5.8

7 日生研ＥＤＳ不活化ワクチン
産卵低下症候群－１９７６（ア
ジュバント加）不活化ワクチン
（シード）

日生研株式会社 H25.5.8

8 バックスオンＭＤ（ＣＶＩ）－Ｎ
マレック病（マレック病ウイルス
１型）凍結生ワクチン（シード）

ワクチノーバ株式会社 H25.5.14

9 ＭＤ（ＨＶＴ）１０００
鶏伝染性気管支炎生ワクチン
（シード）

ワクチノーバ株式会社 H25.5.14

10 ＭＤ（ＨＶＴ）２０００
マレック病（七面鳥ヘルペスウイ
ルス）生ワクチン（シード）

ワクチノーバ株式会社 H25.5.14

11 ＭＤ（ＨＶＴ＋ＳＢ－１）１０００
マレック病（マレック病ウイルス
２型・七面鳥ヘルペスウイルス）
凍結生ワクチン（シード）

ワクチノーバ株式会社 H25.5.14

12 ＭＤ（ＨＶＴ＋ＳＢ－１）２０００
マレック病（マレック病ウイルス
２型・七面鳥ヘルペスウイルス）
凍結生ワクチン（シード）

ワクチノーバ株式会社 H25.5.14

13 バックスオンＭＤ（ＣＶＩ）
マレック病（マレック病ウイルス
１型）凍結生ワクチン（シード）

ワクチノーバ株式会社 H25.5.14

14 バックスオン・ポックス（ひな用） 鶏痘生ワクチン（シード） ワクチノーバ株式会社 H25.5.16
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No. 品名 一般的名称 製造販売業者 承認年月日

15 マイコバスター
マイコプラズマ・ハイオニューモ
ニエ感染症(アジュバント加)不活
化ワクチン(シード)

株式会社　科学飼料研
究所

H25.6.3

16 Ｍｇ不活化ワクチン（ＭＧ－Ｂａｃ）
マイコプラズマ・ガリセプチカム
感染症（油性アジュバント加）不
活化ワクチン（シード）

ゾエティス・ジャパン
株式会社

H25.7.25

17 Ｍｇ生ワクチン（ＮＢＩ）
マイコプラズマ・ガリセプチカム
感染症凍結生ワクチン（シード）

日本バイオロジカルズ
株式会社

H25.9.6

18 日生研ＡＲＢＰ・豚丹毒混合不活化ワ
クチン

豚ボルデテラ感染症不活化・パス
ツレラ・ムルトシダトキソイド・
豚丹毒不活化混合（アジュバント
加）ワクチン（シード）

日生研株式会社 H25.9.27

19 日生研ＡＲＢＰ混合不活化ワクチンＭ
Ｅ

豚ボルデテラ感染症不活化・パス
ツレラ・ムルトシダトキソイド混
合（油性アジュバント加）ワクチ
ン（シード）

日生研株式会社 H25.9.27

20 ＭＳ生ワクチン（ＮＢＩ）
マイコプラズマ・シノビエ感染症
凍結生ワクチン（シード）

日本バイオロジカルズ
株式会社

H26.1.9

（２）診断液

No. 製造販売業者 承認年月日

1 アイデックス　ラボ
ラトリーズ株式会社

H25.8.2

2 アイデックス　ラボ
ラトリーズ株式会社

H25.9.25

3 バイエル薬品株式会
社

H26.3.14

品名

ＰＲＲＳ Ｘ３ エリーザ キット

ＩＤＥＸＸ　ＢＶＤＶ　Ａｇ　エリーザキット

アニゲンPRRSエライザ4.0
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７．平成25年度検査命令による検査成績

動物用血液型判定用抗体検査命令実施要領に基づく検査

適 不適

動物用血液型判定抗体 0

合　　　　　　　　計 0

８．平成25年度動物用医薬品の収去検査結果

（１）一般医薬品（再審査中の品目含む、国及び県の薬事監視員による収去）

検査結果

合格 要指導 不合格

外用剤
（点眼剤、皮膚洗浄剤、消炎剤、殺菌消毒剤等）

1 1

代謝用剤 5 4 1

治療を主目的としないもの
（ビタミンミネラル類、ワクチン溶解剤等）

2 2

肝臓疾患用・解毒剤 2 1 1

消化器官用剤 1 1

神経系用剤 14 10 3 検査中止
：１件

  合　　計 25 19 5 0

（２）生物学的製剤（県の薬事監視員による収去）

検査結果

合格 要指導 不合格

シードロット製剤（細菌ワクチン類） 6 6

シードロット製剤（ウイルスワクチン類） 14 14

シードロット製剤（マイコプラズマワクチン類） 1 1

シードロット製剤（その他のワクチン類） 1 1
  合　　計 22 22 0 0

（３）抗生物質製剤（国及び県の薬事監視員による収去）

合格 要指導 不合格

オキシテトラサイクリン準散 1 1

塩酸オキシテトラサイクリン散 1 1

カナマイシン硫酸塩 1 1

ツラスロマイシン液 1 1

セフポドキシム　プロキセチル錠 1 1
  合　　計 5 4 1 0

注）（１）～（３）共通
１）不適合：薬事法第56条等の各条項に抵触するもの

製　　剤　　区　　分 受付件数
検査結果

備　考

　薬　効　群　別　分　類
収去
件数

２）要指導：検査結果は適合（集計上は「適合」の外数）であるが、表示等の不備を伴うもの

備考

製　剤　区　分
収去
件数

備考

製　剤　区　分
収去
件数

検査結果 備考
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９．平成25年度動物用医薬品依頼試験検査受付件数

製　　剤　　区　　分

生物学的製剤

抗生物質製剤

合　　　　　　　　計

製　　剤　　区　　分

生物学的製剤

受付件数 備　　　考

4

0

0

0

（２）同等性試験

受付件数 備　　　考

（１）一般依頼試験検査
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10．平成25年度調査研究発表

(１)学術集会発表

第１５６回日本獣医学会学術集会(H25.9.20～H25.9.22)

健康ブロイラー由来フルオキノロン耐性Campylobacter jejuni の血
清型及び分子疫学的解析

全血培養法によるエンドトキシン活性測定の有用性の検討

Mannheimia haemolyticaの薬剤感受性調査及び耐性株の性状解析に
ついて

実験的腎機能低下ウシにおけるメトクロプラスミドの血漿中濃度
推移

Hobi-likeペスチウイルス(牛ウイルス性下痢ウイルス３型)検出法の

検討

豚のいわゆる脂肪性キンジストロフィーの病理組織学的検索

備蓄鳥インフルエンザワクチン免疫鶏血清に対する抗体測定用
ELISAキットの有用性確認

ウシのCYP2Dタンパクのウエスタンブロッティングによる検出

我が国の豚由来大腸菌における抗菌性物質の使用と薬剤耐性との
関係

フルオロキノロン耐性Actinobacillus pleuroneumoniae  菌における

DNAジャイレース及びトポイソメラーゼⅣ変異の解析

牛ウイルス性下痢ウイルスのｃDNAクローンの作出と自然免疫抑
制機能の解析

2008年～2011年に分離されたActinobacillus pleuropneumoniae の血
清型及び薬剤感受性

ブロイラー鶏群及び鶏肉におけるサルモネラの汚染状況と薬剤耐
性

第106回日本食品衛生学会学術講演会(H25.11.21～H25.11.22)

フェニトロチオン製剤を噴霧投与後休薬期間経過時における牛及
び豚の残留濃度

牛組織中のジブチルサクシネートの分析法の検討

（高安真理子）、浜本好子、（山岸則夫）、（古濱
和久）

発表学会・学術集会及び演題 氏名

比企基高、川西路子、阿保均、（小澤真名緒）、
小島明美、(浅井鉄夫）

今村彩貴、中溝万里、川西路子、中島奈緒、山
本欣也、内山万利子、平野文哉、永井英貴、木
島まゆみ、（池渕良洋）、（目堅博久）、（村田史
郎）、（今内覚）、（大橋和彦）

川西路子、（勝田賢）、比企基高、阿保均、今村
彩貴、小島明美、（浅井鉄夫）

浜本好子、（峯戸松勝秀）、水野安晴、（霜島雅
明）、（和田文晴)

（小佐々隆志）、（青木博史）、（亀山健一郎）、
（田村友和）、（安部優里）、（西根薫）、（戸高玲
子）、（片山和彦）、（水谷哲也）、（白井淳資）、
石丸雅敏、中村成幸、（長井誠）、（迫田義博）

（堀内雅之）、落合絢子、（落合和彦）、（相原尚
之）、（千葉史織）、（杉本和也）、（伊藤侑起）、
大石弘司、（古林与志安）

曵地七星、蒲生恒一郎、石川容子、中溝万里、
鈴木祥子

浜本好子、水野安晴、赤間亮子、（高安真理
子）、（山岸則夫）、（古濱和久）

（後藤聖樹）、（蒔田浩平）、（小澤真名緒）、小島
明美、（浅井鉄夫）、（田村豊）

山本つかさ、（山本欣也）、植田登喜枝、阿保
均、小島明美、木島まゆみ

（安部優里）、（迫田義博）、（三津橋和也）、（田
村友和）、（小佐々隆志）、中村成幸、（喜田宏）

（山本欣也）、山本つかさ、植田登喜枝、守岡綾
子、内山万利子、平野文哉、今村彩貴、永井英
貴、鈴木祥子、木島まゆみ

（春名美香）、（佐々木貴正）、（村上真理子）、比
企基高、（浅井鉄夫）、（伊藤和夫）、（山田友紀
子）

赤間亮子、小池好子、水野安晴
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LC-MS/MSによる牛及び豚の組織中のジクロロイソシヌル酸ナト
リウムの残留分析

第８７回日本細菌学会総会(H25.3.26～H26.3.28)

国内における健康ブロイラー由来セファロスポリン耐性大腸菌の遺伝学
的解析について

ワークショップW6　「カンピロバクター研究の最前線」

Recent trends in antimicrobial resistance in Campylobacter  isolated from
food-producing animals in Japan.（家畜由来カンピロバクターの最新の薬
剤耐性動向）

注：氏名欄(　　)は所外機関所属者

(２)誌上発表(学術研究報告)

犬用生ワクチン中に存在する猫内在性レトロウイルス（RD-114 ウイル
ス）に関する研究

成嶋理恵

学位論文（岐阜大学大学院連合獣医学研究科2013年度）

食鳥処理場におけるサルモネラの汚染状況

獣医畜産新報　Vol.66 No.5,2013

畜水産食品中のカナマイシンのLC/MS/MSによる高感度残留分析
法

家畜衛生学雑誌　第39巻１号,ｐ９～ｐ14

Simple and sensitive determination method for metoclopramide in cattle
plasma by LC-MS/MS Using a multimode chromatography

Journal of Veterinary Medical Science.2013 May 2;75(4):509-13.

Prevalence and Antimicrobial Resistance of Campylobacter  Isolates from
Beef Cattle and Pigs in Japan
(国内の牛と豚におけるカンピロバクターの分布と薬剤耐性)

Journal of Veterinary Medical Science.2013;75(5):625-8.

Clostridium  difficile  in rectal contents of swine in Japan

Journal of Veterinary Medical Science. 2013 May 2;75(4):539-41.

Use of veterinary antimicrobial agents from 2005 to 2010 in Japan.

International Journal of Antimicrobial agents 2013 May;41(5):489-90.
doi:

水野安晴、戸田宣子、赤間亮子、浜本好子

比企基高、川西路子、阿保均、小島明美、（浅
井鉄夫）

比企基高、川西路子、阿保均、小島明美、（浅
井鉄夫）

発表題名及び発表誌 氏名

(春名美香）、佐々木貴正、（村上真理子）、（浅
井鉄夫）、（伊藤和夫）、（山田友紀子）

浜本（小池）好子、水野安晴、小池良治

Kouko Koike Hamamoto, Yasuharu
Mizuno,(Masaki  Kato), (Norio
Yamagishi),(Kazuhisa Furuhama)

(Mika Haruna),(Yoshimasa Sasaki),(Mariko
Murakami),(Tatsuya Mori),Tetsuo Asai,(Kazuo
Ito),(Yukiko Yamada)

Tetsuo Asai,(Masaru Usui),Mototaka
Hiki,Michiko Kawanishi,Hidetaka
Nagai,(Yoshimasa Sasaki)

(Yuta Hosoi),Tetsuo Asai,Ryoji Koike,Mai
Tsuyuki,(Katsuaki Sugiura)
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Bovine Whole-blood culture as a tool for the measurement of endotoxin
activities in Gram-negative bacterial vaccines.

Vet Immunol Immunopathol. 2013 May 15;153(1-2):153-8. 

Multilocus variable-number tandem-repeat of Salmonella enterica serovar
Typhmurium definitive phage type DT104
(サルモネラ･ティフィムリウムDT104のＭＬＶA型)

Emerg Infect Dis. 2013 May;19(5):823-5.

Relationships between mutant-preventation concentrations and mutation
frequencies on enrofloxacin for avian pathogenic Escherichia coli
isolates.

Journal of Veterinary Medical Science.2013;75(6):709-13.

Factors Associated with Adverse Events Following Administration of
Histophilus somni Vaccine to Calves

The International Journal of Applied Research in Veterinary Medicine
Vol.11,No.3,2013. Pages 203 to 207

Detection of aac(6')-ib-cr  in Avian Pathogenic Escherichia coli  isolates
in Japan

Journal of Veterinary Medical Science.2013 Nov;75(11):1539-42

Control of the Development and Prevalence of Antimicrobial Resistance
in Bacteria of Food Animal Origin in Japan: A New Approach for Risk
Management of Antimicrobial Veterinary Medicinal Products in Japan

FOODBORNE PATHOGENS AND DISEASE Volume 11,Number
3,2014

Development of an in vitro  assay based on humoral immunity for quality
control of oil-adjuvanted Pseudotuberculosis vaccine in Yellowtail
Seriola quinqueradiata
(ふり類結節症(油性アジュバント加)不活化ワクチンにおけるぶりの液性
免疫に基づいた凝集抗体価測定による品質管理上の有効性評価

Biologicals. 2014 Jan;42(1):48-51

Saiki Imamura,Mari Nakamizo,Michiko
Kawanishi,Nao Nakajima,(Kinya
Yamamoto),Mariko Uchiyama,Fumiya
Hirano,Hidetaka Nagai,Mayumi Kijima,(Ryoyo
Ikebuchi),(Hirohisa Mekata),(Shiro
Murata),(Satoru Konnai),(Kazuhiko Ohashi)

(Hidemasa Izumiya),(Jun Terajima),(Shouji
Yamamoto),(Makoto
Ohshima),(HaruoWatanabe),(Akemi
Kai),(Takayuki Kurazono),(Masumi
Taguchi),Tetsuo Asai,(Masao Akiba),(Yutaka
Tamura)

(Manao Ozawa),Tetsuo Asai

Saiki Imamura,(Hirohisa Mekata),(Yumi
Kirino),Mari Nakamizo,Fumiya Hirano,Michiko
Kawanishi,Tsukasa Yamamoto,Hidetaka
Nagai,Mayumi Kijima,(Ikuo Kobayashi)

Michiko Kawanishi,(Manao Ozawa),Mototaka
Hiki,Hitoshi Abo,Akemi Kojima,Tetsuo Asai

Tetsuo Asai,Mototaka Hiki,Manao Ozawa,Ryoji
Koike,Kaoru Eguchi,Michiko Kawanishi,Akemi
Kojima,Yuko Endoh,Syuichi Hamamoto,Masato
Sakai,(Tatsuo Sekiya)

Fumiya Hirano,Saiki Imamura,Nao
Nakajima,(Kinya Yamamoto),Mariko
Uchiyama,Hidetaka Nagai,Mayumi Kijima
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日本における犬用ワクチンの重篤な副作用の発生状況調査

獣医畜産新報、Vol.67 No.2 ,2014 2月号

Becker Muscular Dystrophy-Like Myopathy Regarded as So-Called "Fatty
Muscular Dystrophy" in a Pig: A Case Report and Its Diagnostic Method
(ベッカー型筋ジストロフィー様筋症の豚の一例)

Journal of Veterinary Medical Science 76(2), 243-248, 2014 

Colonization of chicken flocks by Campylobacter jejuni  in multiple farms
in Japan

2013　Poultry Science 92:375-381

Prevalece of Met-203 typespaA variant in Erysipelothrix rhusipathiae
isolates and the efficancy of swine erysipelas vaccines
(豚丹毒菌におけるMet-203型spaA変異株の分布及び豚丹毒ワクチン

の有効性)

Biologicals. 2014 Mar;42(2):109-13

ビブリオ病不活化ワクチンの有効性評価における凝集抗体測定法
の標準化について

Fish Pathology,49(1), 31-34, 2014,3

注：氏名欄(　　)は所外機関所属者

蒲生恒一郎、小林一郎

(Noriyuki Horiuchi),Naoyuki Aihara,(Hiroshi
Mizutani),(Shinichi Kousaka),(Tsuneyuki
Nagafuchi),Mariko Ochiai,(Kazuhiko
Ochiai),(Yoshiyasu Kobayashi),(Hidefumi
Furuoka),Tetsuo Asai,Koji Ohishi

(Sayoko Yano),(Takuhiro Kira),(Yoshiyuki
Morishita),(Kanako Ishihara),Tetsuo
Asai,(Taketoshi Iwata),(Masao Akiba),(Toshiyuki
Murase)

Mariko Uchiyama,(Kinya Yamamoto),Mariko
Ochiai,Tsukasa Yamamoto,Fumiya Hirano,Saiki
Imamura.Hidetaka Nagai,Koji Ohishi,(Noriyuki
Horiuchi),Mayumi Kijima

中島奈緒、川西路子、平野文哉、今村彩貴、内
山万利子、（山本欣也）、永井英貴、木島まゆみ
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(３)誌上発表(技術普及報告)

 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅰ)－
日本における動物用診断薬の現状

～連載を始めるに当たって～
日本獣医師会雑誌　第66巻第７号,p435～436,(2013年)

 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅱ)－
犬感染症とその診断薬の概説

１　犬ジステンパー

日本獣医師会雑誌　第66巻第８号,p517～518,(2013年)

 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅱ)－
犬感染症とその診断薬の概説

２　犬パルボウイルス感染症

日本獣医師会雑誌　第66巻第８号,p518～519,(2013年)

 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅲ)－
犬感染症とその診断薬の概説

３　犬ブルセラ病

日本獣医師会雑誌　第66巻第９号,p587～588,(2013年)

 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅲ)－
犬感染症とその診断薬の概説

４　ジアルジア症

日本獣医師会雑誌　第66巻第９号,p588～589,(2013年)

 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅳ)－
犬感染症とその診断薬の概説

５　犬糸状虫症

日本獣医師会雑誌　第66巻第10号,p662～663,(2013年)

 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅳ)－
犬感染症とその診断薬の概説

６　犬エキノコックス症

日本獣医師会雑誌　第66巻第10号,p663～664,(2013年)

 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅴ)－
猫感染症とその診断薬の概説

１　猫白血病

２　猫免疫不全症

日本獣医師会雑誌　第66巻第11号,p754～756,(2013年)

 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅵ)－
牛感染症とその診断薬の概説

１　牛肺疫

日本獣医師会雑誌　第66巻第12号,p829～830,(2013年)

 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅵ)－
牛感染症とその診断薬の概説

２　炭疽

日本獣医師会雑誌　第66巻第12号,p830～831,(2013年)

山本つかさ

発表題名及び発表誌 氏名

中村成幸

石丸雅敏

荒尾恵

今村彩貴

落合絢子

成嶋理恵

落合絢子

成嶋理恵

今村彩貴
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 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅶ)－
牛感染症とその診断薬の概説

３　結核病

日本獣医師会雑誌　第67巻第1号,p11～12,(2014年)

 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅶ)－
牛感染症とその診断薬の概説

４　ブルセラ病

日本獣医師会雑誌　第67巻第1号,p13～15,(2014年)

 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅷ)－
牛感染症とその診断薬の概説

５　ヨーネ病

日本獣医師会雑誌　第67巻第2号,p101～104,(2014年)

 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅷ)－
牛感染症とその診断薬の概説

６　アナプラズマ病

日本獣医師会雑誌　第67巻第2号,p104～105,(2014年)

 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅸ)－
牛感染症とその診断薬の概説

７　牛海綿状脳症

日本獣医師会雑誌　第67巻第3号,p160～162,(2014年)

 －日本で使用されている動物用診断薬(Ⅸ)－
牛感染症とその診断薬の概説

８　牛白血病

日本獣医師会雑誌　第67巻第3号,p162～163,(2014年)

動物用抗菌剤のリスク管理措置について

動物抗菌会報35（2013）

混合ワクチン

畜産技術 2014年1月　704号：p45

川西路子、比企基高、小島明美、（浅井鉄夫）

中村成幸

木島まゆみ

永井英貴

永井英貴

平野文哉

永井英貴

齋藤明人
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(４)その他(口頭を含む)

氏名 講習会名簿等

キャリアデザイン～農林水産省畜産技術職について～ 松本幸子 信州大学農学部(H25.5.29)

品質管理に必要な日本薬局方について

(検査のための決まりごと・用語の定義等)
小池良治 平成25年度危機管理対策研修

会：品質確保検査(H25.7.3)

豚における薬剤耐性菌の動向 川西路子 平成25年度豚疾病特殊講習会

(H25.7.10)

食用動物由来細菌の薬剤耐性モニタリング－ＪＶＡＲＭ－ 川西路子 第６回日本カンピロバクター研
究会(H25.7.26)

GMP and Licensure procedures for Veterinary Medical Products
Manufacturimg in Japan

岩本聖子 タイ国政府関係者の共立製薬
つくば工場訪問における製造
所に関する規制制度の講演
(H25.7.30)

最近の動物薬事をめぐる情勢について 中村成幸 第30回家畜衛生講習会

(H25.8.6)

Standards(Minimum requiremen)for veterinary biological products and
national assay in Japan.
(日本の生物学的製剤における製剤基準及び国家検定について)

曵地七星 ＶＭＰフォーラム(H25.10.9)

ＪＶＡＲＭによる食用動物由来細菌の薬剤耐性モニタリングにつ
いて～試験法を中心に～

比企基高 平成25年度家畜衛生研修会

(H25.10.22)

動物用医薬品の適応外使用等について 角田隆則 International Workshop for
minor use and minor species of
veterinary medicine
management
(台湾)(H25.10.23)

馬用生物学的製剤の検定状況及び動物用インフルエンザワクチン
の国内製造用株選定委員会の議事概要

中村成幸 平成25年度馬防疫検討会「馬
感染症研究会・研究部会」
(H25.10.25)

ＶＩＣＨの現在・過去・未来
～動物薬国際調和の実績と波及効果～

能田健 第76回日本獣医史学会研究発

表会(H25.11.2)

動物用ワクチンの基礎知識 大石弘司 平成25年度動物用医薬品等販

売員等認定研修会(H25.11.14)

動物用医薬品を巡る情勢 能田健 第６回公開シンポジウム　カイコ
産業の未来～動物用医薬品の
開発を目指して～
(H26.1.30)

発表題名
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ＧＭＰ適合性調査事例報告と課題について 岩本聖子 第34回動物用医薬品等製造販
売管理者講習会
(H26.2.21、H26.2.25)

動物用医薬品等の製造販売承認申請の手続きに関する説明 田村直也 第34回動物用医薬品等製造販
売管理者講習会
(H26.2.21、H26.2.25)

再生医療等製品の法的位置づけと幹細胞技術の利用
～獣医療への応用を考える～

能田健 連合獣医学研究科大学院セミ
ナーにおける講演(H26.2.27)

動物用医薬品におけるＧＭＰ管理の進め方 岩本聖子 動物用医薬品協同組合　冬期
研修会(H26.2.27)

家畜由来薬剤耐性菌のサーベイランスに関する研究 川西路子、小島
明美、比企基
高、（浅井鉄
夫）、（黒田
誠）、（関塚剛
司）

厚生労働省化学研究費補助金
食品の安全確保推進研究事業
「食品由来細菌の薬剤耐性
サーベイランスの強化と国際対
応に関する研究」の報告書
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期　間 氏　名 所　　　　属 研　修　・見　学　内　容

H25.6.5～H25.6.7 検査担当者等
（20名）

府県検査担当者等
平成２５年度動物用医薬品危機管理

対策に関する薬剤耐性菌の発現状況

検査研修会

H25.6.12～H25.6.15 検査担当者等
（23名）

都府県検査担当者等
平成２５年度動物用医薬品危機管理

対策に関する薬剤耐性菌の発現状況

検査研修会

H25.6.12～H25.6.14 小倉　亜希
消費・安全局　消費・安全政
策課

平成２５年度動物用医薬品危機管理
対策に関する薬剤耐性菌の発現状況
検査研修会

H25.6.5～H25.6.7 近藤　勝
独立行政法人　農林水産消費
安全技術センター

平成２５年度動物用医薬品危機管理
対策に関する薬剤耐性菌の発現状況
検査研修会

H25.6.5～H25.6.7 笠原　正輝
独立行政法人　農林水産消費
安全技術センター

平成２５年度動物用医薬品危機管理
対策に関する薬剤耐性菌の発現状況
検査研修会

H25.7.3～H25.7.5  検査担当者（１５名） 都府県検査担当者
平成25年度品質検査に関する個別

研修会

H25.7.10～H25.7.12 春名　美香
消費・安全局　消費・安全政
策課

サルモネラの遺伝子解析

H25.8.26～H25.9.4 竹原　由香 東京薬科大学 動物用医薬品検定等実習プログラム

H25.8.26～H25.9.4 中川　佳子 北里大学
獣医学生のための実習・インター

ンシッププログラム

H25.8.26～H25.9.4 岡田　純一 日本大学
獣医学生のための実習・インター

ンシッププログラム

H25.8.26～H25.9.4 古山　裕樹 日本獣医生命科学大学
獣医学生のための実習・インター

ンシッププログラム

H25.8.26～H25.9.4 平野　祐気 酪農学園大学
獣医学生のための実習・インター

ンシッププログラム

H25.8.26～H25.9.4 菊地　朝香 麻布大学
獣医学生のための実習・インター

ンシッププログラム

H26.1.21～H26.1.22 熊谷　明 宮城県水産技術総合センター ビブリオ凝集抗体価の測定方法

H26.1.28～H26.1.29 小室　美南子 動物検疫所
最小発育阻止濃度（MIC）測定法

を用いた細菌の薬剤感受性試験

計

11．平成25年度技術研修

７０名
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（１）国内

期　間 所　　　　属 人　数 見学内容

H25.7.17 東京大学　４年次生 ３６名 施設見学

H25.8.1 ｢子供見学デー｣
小中学生及び保護者

29名 子供見学デー

H25.8.21 麻布大学　 １名 施設見学

H25.9.5 日本大学　５年次生 １名 施設見学

H25.9.5 東京大学　５年次生 １名 施設見学

H25.9.5 宮崎大学　５年次生 １名 施設見学

H25.10.3 日本獣医生命科学大学　１年次生 ２１名 施設見学

H25.11.6～H25.11.8 国分寺市立第一中学校　２年生 ４名 職場体験

H26.2.25 酪農学園大学 ２名 施設見学

H26.2.25 京都大学　２年次生 １名 施設見学

H26.2.25 宮崎大学　４年次生 １名 施設見学

計

（２）国外

期　間 所　　　　属 人　数 見学内容

H25.5.15 マハナコン工科大学　５年生他 ９名 施設見学

H25.9.6 JICA集団研修「獣医技術研究」

コース研修員他

９名 施設見学

H25.9.19 Lohmann Asia Holding Co.,Ltd. ２名 施設見学

H25.12.11～H25.12.12 Animal and Plant Quarantine
Agency

３名 施設見学

H26.2.12 JICA集団研修「持続的な畜産振

興政策」コース研修員他

１４名 施設見学

計

12. 平成25年度見学（主なもの、視察を含む）

98名

37名
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